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取締役会の実効性に関する評価結果の概要について 
 
 

当社は、「コーポレートガバナンス・コード」に基づき、取締役会の機能および実効性のより

一層の向上に取り組むことが重要であると考えております。この一環として、取締役会の実効性

に関する分析および評価を行いましたので、その結果の概要を下記のとおり、お知らせいたしま

す。 

 

記 

 

1. 評価の方法 
 

取締役会の実効性を評価するため、全ての取締役を対象に取締役会の運営状況（構成、

運営体制、審議内容、自由意見）に関する項目の質問票を配布し、その集計結果について

取締役会にて分析・評価および課題の共有を行いました。 

【評価項目】  

① 取締役会の構成と運営  

② 経営戦略と事業戦略  

③ 取締役会での議論について  

④ 取締役会の運営について  

⑤ 社外取締役との対話  

⑥ ガバナンス体制・取締役会の実効性  

2. 評価結果の概要 
 

アンケートの結果、各項目とも概ね肯定的な評価であり、適切な議事運営の下、活発な

議論がなされた上で審議が行われており、取締役会の実効性は概ね確保できていることを

確認いたしました。 

一方、次の３点を課題として認識し、引続き、改善を図る必要があるとの指摘がなされ

ました。 

① プライム上場企業として、社外取締役の比率を過半数にすることにより、ガバナンス

体制を強化すべきではないかの検討。 

② 企業経営経験を有した社外取締役を構成に加えることにより、今まで以上に幅広い議

論を行う取り組みについての検討。 

③ グループガバナンスについての議論を行う時間の増加の検討。 

 

3. 実行性向上に向けた課題 
 
今回の実効性評価結果を踏まえ、抽出された課題、寄せられた意見については、改善に

向けた検討、施策を推進し、取締役会の更なる実効性の向上に向け、継続的な取り組みを

行ってまいります。 

 

以 上 


